
【商業科・事務情報科】  3 年次 【必修】科目「ビジネス経済」授業のシラバス 
１ 概要 

教科名 商業 科目名 ビジネス経済 単位数（コマ数） 2（１0５） 

科目の 

目標 

１．現代経済において経済理論が果たす役割とそれを学ぶ意義を理解させる。２．ビジネスに必要な経済に関する基礎的な知識を習得させる。 

３．経済の仕組みや概念について理解させる。４．経済に関する基礎的な理論を基に、経済事象を主体的に考える能力と態度を育てる。 

教科書 

(出版社) 
ビジネス経済（実教出版） 

副教材 

(出版社) 

全商商業経済検定模擬問題集 1・2 級ビジネス経済 A（実教出版） 

ビジネス経済問題集（実教出版） 
 
２ 学習の方法 

(1) 予習について 

    ・教科書を熟読してください 

    ・ニュースをたくさん見てください 

(2) 授業について 

 ・商業経済検定、ビジネス経済 A に対応しています 

 ・フラットファイルは青色です。毎時間持ってきてください 

(3) 復習について 

 ・授業プリントを見返したり、問題集をもう一度やるなどしてください。 

 

〈学習アドバイス〉 

用語を覚えることと、問題集を何度もやると、考査や検定の得点が上がります。 

 

３ 評価について 

 (1) 評価の観点 

観 点 趣旨 

① 関心・意欲・態度 
現在の経済状態について関心をもち、その展望について自らの考えを整理する意欲や態度が身につい
ているか。 

② 思考・判断・表現 経済活動に関する諸問題を理解し解決するために、日頃から自らの思考を深めているか。 

③ 技能 
経済に関するさまざまな情報や資料を各メディアから収集し、そのなかから適切なものを選択して、
主体的に活用する能力が身についているか 

④ 知識・理解 
経済に関する基礎的・基本的な知識と見識を身につけ、それを現実の諸問題に適用できる水準まで理
解を深めているか。 

 
 

 (2) 評価の方法（以下観点①～④は「(1) 評価の観点」と対応する） 

評価材料 
定期考査・確認テスト 小テスト 課題 発表 ノート 検定 

観 点 割合 

① 関心・意欲・態度 10% ○ 
現在の経済状態について関心をもち，その
展望について自らの考えを整理する意欲や
態度が身についているか。 

○ ◎  ○  

② 思考・判断・表現 25% △ 
経済活動に関する諸問題を理解し解決する
ために，日頃から自らの思考を深めている
か。 

  ◎  △ 

③ 技能 25% △ 

経済に関するさまざまな情報や資料を各メ
ディアから収集し，そのなかから適切なも
のを選択して，主体的に活用する能力が身
についているか。 

   ◎ △ 

④ 知識・理解 40% ◎ 
経済に関する基礎的・基本的な知識と見識
を身につけ，それを現実の諸問題に適用で
きる水準まで理解を深めているか。 

◎ ○   ◎ 

 
 

〈担当者からのメッセージ〉 

『わたしたち人間がうまく暮らせるようにする』ことが経済の意味です。要するに、わたしたちがうまく暮らしていけるようにする
ことを学ぶ学問です。経済を通じて、グローバルな考え方を身につけよう。もちろん検定にも対応しているので安心して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【商業科・事務情報科】  3 年次 【必修】科目「ビジネス経済」授業のシラバス 

４ 授業計画 

月 単元 
時 

数 
学習内容 

観点別 

評価 
到達目標 考査等 
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1．資源配分のしくみ 

 

 

 

 

 

 

2．現代の市場経済とビジネス 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．需要の概念と需要の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．供給の概念と供給の変化 

 

 

 

1．価格決定のしくみ 

 

2．市場の役割と課題 

 

 

 

 

 

 

 

1．ＧＤＰ（国内総生産） 

 

 

 

 

2．経済循環 

 

 

3．物価と実質ＧＤＰ 

 

 

 

4．経済成長 

 

 

5．景気変動とインフレ 
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1 さまざまな財 

2 資産分配メカニズム 

3 市場メカニズム 

4 効率的な資産分配 

5 組織による資産分配 

6 市場と組織 

7 市場経済と計画経済 

1 現代の市場 

2 市場と競争 

 

 

 

 

 

 

 

1 財と市場 

 

2 需要の概念 

3 適切な消費行動 

4 効用と消費量の関係 

 

5 需要の変化 

6 代替財と補完財 

7 需要の弾力性 

 

1 供給の概念 

2 限界費用 

3 企業の最適生産 

4 供給の弾力性 

1 市場の均衡 

2 均衡の変化 

1 市場経済における財と生産要素の配分  

2 不完全競争と独占 

3 不完全競争と寡占 

4 自由競争と政府 

5 不完全競争と独占的競争  

6 政府の規制と課税 

7 市場の限界 

 

1 付加価値と GDP 

2 日本の GDP 

3GDP と豊かさ 

4 国内総生産 

5 資本ストック 

1 家計と企業 

2 政府と外国 

3 三面等価 

1 物価指数 

2 物価上昇率 

3 インフレとデフレ 

4 実質 GDP と経済成長率 

1 日本の経済成長 

2 経済成長の要因 

3 日本を経済成長させるために

1 景気指数 

2 景気動向 

3 物価動向 

4 国際化と景気変動 

5 景気変動と弊害 

6 物価変動の弊害 

 

1 政府の役割 

2 税 

1 ポートフォリオ作成 

2 直接金融と間接金融 

3 貨幣 

4 日本銀行 

5 預金通貨 

6 準備預金制度 

7 信用創造 

8 金融政策 
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さまざまな財の存在を、生産や消費を通して理解できる。 

財を配分するしくみとして、資源配分メカニズムがあることを認識できる。  

資源配分の有効な手段として市場メカニズムがあることを理解できる。 

財の希少性を理解させ、効率的な資源配分メカニズムの必要性を抽選やオークション等の例を通して実感さできる。  

市場メカニズムと組織による資源配分を対比して理解できる。  

市場と組織という異なる資源配分メカニズムの使い分けについて、固定費と変更費という観点から考察できる。 

計画経済について、市場経済との対比の中で理解し、それぞれの特徴と効率性についてできる。 

市場の変化について、資源配分メカニズムの観点から考察できる。  

現代の市場経済の特色について、サービス化・情報化・国際化の観点から考察できる。  

金融市場を異時点間の資源配分機能とリスク配分機能という二つの側面から理解できる。  

金融のリスク配分機能について理解できる。                       

金融市場が社会に与える影響について、ＩＴ化やグローバル化の側面からも併せて認識できる。                           

差別化について、市場を分類する基準の一つとして理解できる。       

完全競争市場・独占市場・寡占市場・独占的競争市場について、それぞれの差別化の程度に基づいて、理解できる。                    

価格競争・差別化競争（非価格競争）などの企業間の競争によって市場が活性化することを理解できる。  

そこから生み出されるイノベーションが社会を発展させていくことを認識できる。  

ミクロ経済学とマクロ経済学という二つの視点の存在を理解できる。  

財と市場が対の関係であることを理解できる。              

需要曲線が右下がりとなることを理解できる。    

効用と最適消費について理解できる。                  

個人が消費する財の量と効用の大きさの関係について理解させ、限界効用逓減の法則を理解できる。                           

代替効果と所得効果について理解できる。                

需要の変化、需要曲線のシフトについて、所得や選考変化などの例を用いて理解できる。                           

財と財の関係を、代替財や補完財の説明から理解できる。          

需要の価格弾力性について、いろいろな財を想定させながら理解できる。                        

需要の所得弾力性について理解すると同時に下級財の存在についても認識できる。  

供給の意味を理解させ、価格と供給量の関係について理解できる。  

「総費用＝変動費＋固定費」という概念を理解できる。  

利潤が最大になるように、企業が生産量を決定することを認識させ、完全競争における企業の収入を限界収入の増減を考えさせることで理解できる。  

「限界費用＝限界収入」の状態が最適生産であることを理解できる。  

市場の均衡ついて説明できる 

均衡の変化について説明できる 

資本や労働などの生産要素の配分と市場について、財の配分と対比しながら理解できる。  

独占によってもたらされる不完全競争を理解させ、どれによってもたらされる不利益を理解できる。 

寡占市場について、 現実の社会と照らし合わせながら理解させ、寡占がもたらす影響について理解できる。  

政府が市場における自由競争を保証していることを認識できる 

独占的競争について、実際の市場の状況を踏まえ理解できる 

価格規制が市場に与える不利益を理解できる。              

特定の財に対する課税が、市場にもたらす影響について理解させ、その存在について認識できる。                            

市場の限界について、負の外部性、正の外部性を通して理解できる。  

マクロ経済学について再確認できる。                       

日本のＧＤＰについて説明できる。                       

家事労働やボランティア、余暇などを例として、ＧＤＰと豊かさの関係を説明できる。                                 

購買力平価を理解させ、ＧＤＰの国際比較の方法について認識できる。     

フローとストックの概念について理解させ、ストックによる豊かさについて考察できる。  

経生産物市場、生産要素市場、金融市場との関係を理解できる。 

マクロ経済のなかで政府と外国がはたしている役割を理解できる。     

三面等価について理解できる。 

物価指標の存在について認識できる。 

物価上昇率を理解できる。                 

インフレーションとデフレーションについて理解できる。              

実質ＧＤＰと名目ＧＤＰの概念を理解させ、経済成長率を理解できる。  

戦後のわが国の経済成長について考えることができる。              

潜在ＧＤＰが経済成長に大きな影響を与えることを理解できる。       

わが国がイノベーションを求める背景について認識できる。                        

わが国の経済を成長させる方策について、わが国に対する世界の需要という側面から考察できる。  

景気トレンドについて、それぞれの局面を踏まえ認識できる。        

景気動向指数とその内容、短観、景気基準日付について説明できる。     

有効需要の原理について理解できる。                  

総需要曲線のシフトが景気に及ぼす影響を理解できる。 

総需要の変化が乗数効果をもたらすことを理解できる。          

総供給の変化によってひきおこされる景気変動について理解できる。  

総需要曲線と総供給曲線のシフトと物価の関係について再考できる。     

市場の失敗について認識させ、公共財の供給に対する問題点を把握させることで、政府の資源配分機能を理解できる。  

地方財政について概観させ、地方交付税の見直しについての議論が行われていることを認識できる。  

ポートフィリオ選択について考察できる。 

証券化や市場型間接金融をキーワードに考察させる。 

貨幣について、一般的交換手段、価値尺度、価値貯蔵手段という三つの側面から理解できる。                              

日本銀行について、唯一の発券銀行、政府の銀行、銀行の銀行という三つの性質から理解できる。                            

預金通貨という概念を理解できる。 

準備預金制度について理解できる。                           

信用創造の仕組みについて理解できる。                         

金融政策を引き締めと緩和の両側面から考察できる。       

公開市場操作について理解できる。                   

 

 

 

 

 

 
確認テスト 

 

 
前期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期期末考査 
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後期中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認テスト 

 

 

 

 

 

 

全商商業経済 

検定 

 

 

 

後期期末考査 

※ 観点別評価①は関心・意欲・態度、②は思考・判断・表現、③は技能、④は知識・理解を表しています。 

※ 授業計画は進度により前後することがあります。 


